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3 指数や対数の大小比較

指数関数 υ=α″や対数関数 y=logα ″のグラ

フはどちらも,α >1の とき増加,0<α <1の と

き減少なので,次の重要な事実が成立します

【伊」】32<35<37  (:)2

Pointく (対数の大小比較

【例】 log3 2<log3 5<log3 7

log:2>log:5>log:7
つまり,底がそろっていれば,真数の大小を比べ

るだけで指数 対数の値の大小比較ができるという

わけです いずれにしても,底をそろえることがポ

イント.

では,次にちょっとマニアックな大小比較問題を

紹介しよう.

例 題 次の数の大小比較をせよ

(1)  230,  320,  1010

(2)やπ ,ヤ函 ,マ而

(3)巧,海,哲
(4)log3 8, log9 16, 2

(5)log4 9, 10g925, 1.5

(6)log03 4, log2 4, log3 4

C)(1)ま さかそのまま計算する人はいないと

思います 指数がすべて 10の倍数であることに注

目すれば次のように比較可能です

230=(23)10=810, 320=(32)10=910

したがって,8く 9<10よ り,810<910<1010.

∴ 230<320<1010    ■

珍 注 この問題は底ではなく指数をそろえて比較

してることを意識 しよう
  ιフ 7ιフム

(2)累 乗根の形ではサッパ リわからないのでを

指数の形に変えます 64や 128,512と いう数字を

みればピンと気づいてほしいところ.

ν硬 =64:=(26):=2:,
ヤT雰 =128:=(27):=2:,
而々 =512: = (28): ==2♀

♀
<:<:で あり,2>1なので

2♀ <2:<2:  ∴ヤ弛 <々π<ャ蕗
■

(3)先 ほどと同様に指数の形にしますが,それ

∴ ν7<v2<ン 5      ■

珍注 最初に全ての数を6乗 して比較してもよい

です

(4)ま ずは底の変換公式を利用して底をそろえ

よう なるべく小さな数でそろえた方がよいので,

この場合は3でそろえます

呻 =響 =霧 =響誕 4

2=log3 32=1。 g39

3>1よ りlog3 4<log3 8<log3 9

log9 16<log3 8<2   ■
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α>1の とき , 0<α <1の とき ,
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α>1の とき,グラフは単調増加なので,
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0<α <1の とき,グラフは単調減少なので
,

p<9- ά >ασ

α>1の とき, 0<α <1の とき,
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(5)こ の問題は (4)と 同じような状況ですが ,

(4)の 方法を真似るとうまくいきません。今回は,

3つ のものを比較するのにいきなり3つ 同時に比較

するのではなく,2つずつに分けて比較するという

手法をとります

15と log4 9の大小比較

■5=:=b&が =ba8
したがって,4>1よ り,log4 8<log4 9

よって,1.5く log4 9

15と log9 25の 大小比較

1.5=:==10g99'=1。g927

したがって,4>1よ り,log4 25<log4 27

よって,log9 25<1.5

以上より,log9 25<1.5<log4 9    ■

(6)こ の問題は底がバラバラですが真数が共通

なので,底 と真数を入れ換えれば一気に底がそろい

ます

10g40・ 3' log4 2' log4 3

分子が 1で共通なので,分母だけに注目すればよい

のですが,こ こで,大抵の人は「分母が大きい方が

逆数は小さくなるJと 考えるようです.つ まり,

log4 0.3<log4 2<log4 3

1「, あ●4・Il
だか ら

輸雨>議 >轟 斃 :

としてしまうのです しかしこれは大間違いです。

実は4<3だ からといって
芸
>Lと は限りま

せん なぜなら,こ の関係は■ とBが同符号のと

きのみ成立し,異符号のときは成立しないからです

(試 しにИ =-1,3=2で 考えてみてください)

今回の問題の場合,log40 3<0で あり,負の数

考え方 なかなか勉強になる良い問題 大小比較

については先ほど紹介した「間接比較」です

CD 6″ -5・ 3'-6・ 2″ +30=0よ り,

2■・3″ -5・ 3″ … 6・ 2″ +30=0
(ν -5)(3″ -6)=0
2″ -5=0よ り2■ =5.よ って,″ =log2 5.

3″ -6=0よ り3'=6 よって,″ =log3 6

10g24<log2 5<log2 8よ り, 2<log2 5<3
10g86<log3 9よ り, log3 6<2

したがって,log3 6<2<log2 5<3
よって,大 きいほうの解 は ″ =log2 5で あ り,

その整数部分は 2である.

■

o"υ =2″ とy=3″ のグラフを重ねてかく

と,次のようになります。ともに点 (0, 1)を 通 り

ますが,″ <0の ときと,″ >0の ときとでグラフ

の上下関係が入れかわっています この 2つのグラ

フの位置関係はとても重要です.__1=3ヘ

2,07う )の

イ現僧傷
ミ

2『J::lifttli2つとタ上の図を見れば,

3r=6の 解 (つ ま

分かります

り log3 6)の 大小関係がす ぐに

また,υ =log2″ とυ =log3″ のグラフを

重ねてか くと,と もに点 (1, 0)を 通 りますが ,

0<″ <1の ときと,″ >1の ときとでグラフの上

下関係が入れかわっています この 2つ のグラフの

位置関係はとても重要です.

囲  (2010年 慶應大学)

方程式 6″ -5・ 3■ -6・ 2r+30=0の 解のう

ちで一番大きい解の整数部分を求めよ
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ヽヽ,炒Tミ しが・

卜場
3Xし たがつて,上の図を

見れば,log2 5と log3 6

の大 小 関係 が す ぐに

分か ります (そ れぞれ

y=2″ と υ =3″ の

5  6 ヶ逆関数なので上の図を

υ=″ に関して対称移

動 しただけですね)
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